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1．はじめに
　第5世代移動通信システム（5G）の次の世代である「Beyond 
5G」、いわゆる「6G」については、2030年頃の導入が見込
まれている。Beyond 5Gの早期かつ円滑な導入は、「Society 
5.0」の更なる進展や持続的な経済成長、我が国の国際競
争力の強化に不可欠である。諸外国においてもBeyond 5G
に向けた検討が開始されつつある中、その国際標準策定
プロセスに我が国が深く関与するためにも、その導入時に
見込まれるニーズや技術進歩等を踏まえた総合戦略を策定
し、所要の取組みを早期に開始する必要がある。
　このため、2020年1月から総務大臣主催の「Beyond 5G
推進戦略懇談会」（座長：五神真　東京大学総長）を開催
して議論を行い、6月30日に「Beyond 5G推進戦略」を公
表した。
　本戦略は、「2030年代に期待される社会像」を構想した
上で、その基盤として「2030年代に目指すべきBeyond 5G

の姿」を考え、今般のCOVID-19の感染拡大も踏まえ、今
後10年に取り組むべき課題を包括的に盛り込んだものであ
る。本戦略の取組課題は「研究開発戦略」、「知財・標準
化戦略」、「展開戦略」の3つのパートに分類されている。
　本稿では、「2030年代に期待される社会像」、「2030年代
に目指すべきBeyond 5Gの姿」、基本方針及びそれに基づ
く各戦略パートの概要について、順に紹介することとしたい。

2．2030年代に期待される社会像
　2030年代に期待される強靭で活力のある社会の具体的
イメージとして、次の3つのようなものが考えられる。
　1つ目は、「誰もが活躍できる社会（Inclusive）」、すなわ
ち都市部と地方、国境等の地理的な障壁に加え、年齢、
障がいの有無といった様々な差異も取り除かれることで、
誰もが活躍できる社会である。
　こうした社会の実現には、例えば、自宅に居ながらにして、
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■図1．サイバー・フィジカル・システムの進展と2030年代の社会像
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アバターやロボット等を介して地球上のどこにでもリアルな
体感でアクセス可能となる「超テレプレゼンス技術」や、ウェ
アラブル端末等を通じて人の思考や行動がサイバー空間か
らリアルタイムな支援を受けられるようになることで身体能
力や認知能力を拡張する「超サイバネティクス技術」等が必
要となる。
　2つ目は、「持続的に成長する社会（Sustainable）」、す
なわち現実世界を再現したサイバー空間で最適化を行い、
現実世界へフィードバックすることで、社会的にロスのない、
便利で持続的に成長できる社会である。
　例えば、モノ同士が互いに制御し合うことで信号待ちや
渋滞が発生しない交通システム等を実現する「超相互制御
型ネットワーク技術」や、AI技術による高精度の需要予測
とリアルタイムの多地点間マッチングにより食品等の廃棄が
ゼロになる「超リアルタイム最適化技術」等により、このよ
うな社会が実現すると考えられる。
　3つ目は、「安心して活動できる社会（Dependable）」、す
なわち社会基盤である通信網の安全性と安定性が自律的
に確保されることにより、誰もが安心して活動できるという、
信頼の絆が揺るがない人間中心の社会である。
　こうした社会は、例えば、AI技術による自動検知・自動
防御・自動修復等によりユーザが意識せずともセキュリティ

やプライバシーが確保される「超自律型セキュリティ技術」
や、ネットワーク構成や電力消費量/供給方法を柔軟かつ
自律的に変えることで災害時等でも通信が途絶えない「超
フェイルセーフ・ネットワーク技術」等を確立することにより
実現される。

3．目指すべきBeyond 5Gの姿
　目指すべきBeyond 5Gには、5Gの特徴的機能の更なる
高度化に加え、新たに4つの機能の具備が必要となる。

① 5Gの特徴的機能の更なる高度化

　まず、5Gの特徴的機能を更に高度化させ、「超高速・大
容量」、「超低遅延」、「超多数同時接続」といった機能を
具備することで、あらゆる場所からの膨大なデータを瞬時
に正確に処理できるようになる。
　具体的には、2030年代に想定されるデータ通信量や通
信機器数を踏まえると、アクセス通信速度と同時接続数は
5Gの10倍、コア通信速度は現在の100倍が目標となる。ま
た、サイバー空間とフィジカル空間が一体化するサイバー・
フィジカル・システム（CPS）の高精度な同期を実現するた
めには、5Gの1/10の低遅延とそれを補完するネットワーク
の高度な同期が必要と考えられる。

■図2．Beyond 5Gに求められる機能
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②求められる新たな機能

　また、こうした5Gからの連続的な進化に加えて、Beyond 
5Gでは次のような新たな機能が具備されるべきである。
・「自律性」：AI技術等を活かし、人手を介さず（ゼロタッチ）、

あらゆる機器が自律的に連携し、有線・無線を意識せず
即座に利用者のニーズに合わせて最適なネットワークを構
築する機能。

・「拡張性」：端末や基地局が、衛星やHAPS（High Alti-
tude Platform Station）等の異なる通信システムとシーム
レスにつながり、また、端末や窓など様々なものも基地
局とすること（ユビキタス基地局）で、至る所にある機器
が相互に連動しつつ、海、空、宇宙を含むあらゆる場所
で通信を利用可能とする機能。

・「超安全・信頼性」：利用者が意識しなくてもセキュリティ
やプライバシーが常に確保され、災害や障害の発生時で
もサービスが途絶えず、瞬時に復旧する機能。

・「超低消費電力」：低消費電力化の技術開発がなされな
い場合、2030年のIT関連の電力消費量は2016年の36倍

（現在の総電力消費量の1.5倍）となると考えられる。こう
した電力消費量の大幅な増加に余裕を持って対応するた
め、現在の1/100程度の消費電力に抑えることを検討す
る必要がある。

4．本戦略の基本方針及び各戦略パートの概要
　本戦略では、「グローバル・ファースト」、「イノベーション
を生み出すエコシステムの構築」及び「リソースの集中的投
入」という3つの観点を本戦略の基本方針としている。こ
の基本方針を踏まえ、以下のとおり、Beyond 5Gの早期か
つ円滑な導入及び国際競争力の強化に向けて「①研究開
発戦略」、「②知財・標準化戦略」及び「③展開戦略」を実
行する。

①研究開発戦略

　Beyond 5Gの実現に必要かつ戦略的に重要な先端技術
への集中的な投資と電波関連規制の緩和等により、世界
最高レベルのBeyond 5G研究開発環境を実現する。これ
を通じて世界の叡智を我が国に呼び込み、研究開発・製
造基盤を強化することで、2025年頃から順次要素技術を
確立し、3GPP等での国際標準に反映する。このような取
組みを通じ、開発された技術が競争力のある形で実装され
ることを目指す。

②知財・標準化戦略

　Beyond 5G市場におけるサプライチェーンリスクの軽減と
市場参入機会の創出に向け、研究開発成果等を踏まえた

■図3．Beyond 5G推進戦略ロードマップ（概要）
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技術要件を2025年頃から順次3GPPやITU等での国際標準
に反映させる。このため、早期に戦略的パートナーとの連
携体制を構築するとともに、2030年時点におけるBeyond 
5Gの必須特許数シェアについて、国際的な競争力・交渉力
の確保に活用できる形で5G必須特許の世界トップシェアと
同水準の10％以上を獲得することを目指し、併せて関連す
る周辺特許の取得も促進する。

③展開戦略

　2030年までに「Beyond 5G ready」な環境を実現するた
め、5G・光ファイバ網の社会全体への展開を早急に進める
とともに、課題解決に資するユースケースの構築・拡大に
必要な環境整備を集中的に実施し、インパクトのあるユー
ザオリエンテッドな（利用者視点に基づく）国内外のユース
ケースを確立・浸透させる。これにより、2030年度に44兆
円の付加価値を創出する。
　なお、本戦略は、戦略パートごとに取組みを「先行的取
組フェーズ」と「取組みの加速化フェーズ」に分け、特に「先
行的取組フェーズ」においては期間を区切った集中的な取
組みを推進し、遅くとも5年以内にBeyond 5G readyな環
境づくりに向けた成功のモデルケースを多数創出する。そ

の際、我が国のみにしか通用せず世界市場の成長を取り込
むことができないものとならないよう、また、世界の叡智
を我が国に呼び込めるよう、双方向性を持ったグローバル
戦略に基づくこととする。
　また、こうした先行的取組みの成果については、2025年
に開催される大阪・関西万博の機会を活用して、「Beyond 
5G readyショーケース」として世界に示し、その後の「取
組みの加速化フェーズ」におけるグローバル展開の加速化に
資するようにする。

5．おわりに
　本戦略は、Society 5.0という新たな社会システム構築に
向けた取組みであると同時に、COVID-19の感染拡大とい
う課題への緊急対応策かつ感染拡大終息後（ウィズコロナ・
ポストコロナ）の日本の成長戦略を見据えた対応策でもあ
り、極めて重要である。
　今後は同戦略を産学官が連携して強力に推進するため
の母体として「Beyond 5G推進コンソーシアム（仮称）」を
設置し、関係省庁とも連携してBeyond 5Gの推進に向けた
政策を力強く進めていく。
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